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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、本研究は、留学を契機として来日する中国人のアイデンティティや日本社会への

統合についての考察を通して、日本社会および国際関係の変容を展望したものである。日本国

内および中国（黒龍江省、北京市等）において聞き取り調査等を行い、中国人移住者の「国際

移民システム」および「永続的ソジョナー」アイデンティティについて、とりわけ近年増加が

顕著である①1980 年代以降の出生者および②中国東北部出身者という新たな層の中国人移住

者の広がりについて明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：This study explored identities of Chinese migrants and their 
integration to Japanese society, in which prospected the transformation of Japanese 
society and international relations. In this study, interview researches have performed 
both in Japan and China (Beijing and Heilongjiang Province.), in terms of 
"international migration system" among Chinese immigrants and their "permanent 
sojourner" identity. It is clarified that an expanse of the new Chinese immigrant 
groups in Japan is remarkable: (1) after 80’s young generation, (2) immigrants come 
from the Northeastern China. 
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在日中国人は 1980 年代より増加し始め、

2007 年末に韓国・朝鮮の人数を抜き、2009

年末の時点ではおよそ 68 万人と、日本にお
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ける最大の外国人集団（全体の 31.1％）とな

っている。日本国籍や永住資格を持つ者も顕

著で、その移民過程はすでに定住段階にある

といえるが、一方でかれらは強い帰国指向を

持ち母国とのネットワークも緊密に維持し

続けている点が特徴的である。 

また中国人の移民プロセスの特徴は、留

学・留学から日本企業や研究機関等への就職

という長期滞在パターンが成立している点

で、他のニューカマー外国人にはみられない、

日本の高等教育、社会、経済と深いつながり

を持つ集団を形成している。近年では日本国

籍や永住資格を持つ中国人も急増する一方

で、常に帰国が意識され強いナショナル・ア

イデンティティを保持している点に研究代

表者である坪谷美欧子は以前より注目して

きた（坪谷 2002；2006 等）。 

 

２．研究の目的 

「留学」という移動行為については、従来

の国際労働力移動研究においては移民労働

者とはみなされず蓄積もそれほど多くはな

い。そこで研究代表者は、中国から留学生と

して入国した長期滞在者を対象に、留学生と

移住労働者としての両側面から分析を試み

ることが重要である。具体的には、「国際移

民システム」（Kritz ら）にみる日本留学とい

う移民過程、および「ソジョナー：滞在者

(sojourner)」（Siu；Uriely ）アイデンティ

ティの観点から中国人へのアプローチが可

能になる。 

さらに上記の研究を発展させるため、本研

究ではとりわけ、①「国際移民システム」仮

説の精緻化、②「永続的ソジョナー中国人」

の日本的特質および社会的統合に焦点を絞

り、中国人によるトランスナショナルな移民

システムの展開とそのインパクトを明確に

するために研究の着手に至った。 

  

３．研究の方法 

日本国内および中国（黒龍江省、北京市等）

において聞き取り調査等を行い、中国人移住

者の「国際移民システム」および「永続的ソ

ジョナー」アイデンティティについて、とり

わけ近年増加が顕著である①80 年代以降の

出生者および②中国東北部出身者という新

たな層の中国人移住者の広がりについて明

らかにした。 

まず日本留学から帰国した者やこれから

留学を希望している者に対し、留学目的、専

門分野、日本語習得、帰国後の予定等につい

て、現地でインタビューを試みた。これと同

時に、日本留学にともなう経済的な効果に関

する統計的な資料収集なども必要で、中国に

おける政策担当者へのヒアリングも行った。 

なお 2009-2010 年度は、中国の黒龍江省社

会科学院社会学研究所を拠点に、訪問学者と

して 2 年間にわかり調査活動を行うことがで

きた。また、留学者の帰国後の就職や起業な

どの受け入れ優遇政策についても、地方都市

で活発になりつつあるという。北京や上海な

どの大都市に比べていまだ経済的に立ち遅

れている面も多い東北地方において、日本留

学とその帰国者たちの与えるインパクトに

ついて詳細に調べることができた。 

 
４．研究成果 

（1）中国人の「永続的ソジョナー」アイデ

ンティティ 

留学を契機として来日する中国人たちは、

留学から日本企業や研究機関等への就職と

いう長期滞在パターンが成立している点で、

日本の高等教育・経済・社会と深いつながり

を持つ集団を形成している。報告者は、かつ

て留学から就労へ滞在を変化させる滞日中

国 人 に つ い て 「 永 続 的 ソ ジ ョ ナ ー

（permanent sojourner）」と定義することが

できる（坪谷 2008）。かれらは日本滞在の中

で中国人としてのアイデンティティを保ち

つつも、日本社会を準拠集団に取りこみ、そ

れにもとづく適応態度と不満感を示すよう

になっている。この点については、「出稼ぎ」

あるいは「ソジョナー（滞在者：sojourner）」



 

 

と「定住者（settler）」の中間的な存在であ

る 「 永 続 的 ソ ジ ョ ナ ー （ permanent 

sojourner）」という概念を用いて、中国人の

アイデンティフィケーションに迫ることが

可能となる。 

 

（２）国際的な人材獲得と「留学生 30 万人

計画」――中国人留学生をめぐって 

中国から海外への留学者全体をみると、近

年では帰国人数も増加を見せているものの、

2000 年以降の出国留学生数の伸びが著しい

（図 1）。一方、日本に滞在する中国人は 80

年代より増加し始め、2007 年末に韓国・朝

鮮の人数を抜いた後、2008 年末の時点でお

よそ 65 万人と日本における最大の外国人集

団である（図 2）。 

では、中国人留学生をめぐる日中両国にお

ける近年の政策はどうだろうか。2006 年 11

月に中国の人事部発布の「国民経済和社会発

展第十一个五年規劃綱要」では、「第 11 次 5

ヵ年計画」（2006 年～10 年）の精神に則り、

1992 年の鄧小平の南巡講話で出された「支

持留学、鼓励回国、来去自由」（留学の支持、

帰国の促進、往来の自由）に加え、「開拓留

学渠道、吸引人才回国、支持創新創業、鼓励

為国服務」（留学ルートの開拓、人材の吸引、

起業のサポート、国家貢献の奨励）という新

たなスローガンが打ち出された（中華人民共

和国人力資源和社会保障部 2006）。当期間中

に帰国留学生を 15-20 万人にすると計画され、

起業パークも 150 箇所に、政府関連のパーク

は 40-50 箇所に増やす計画である。とりわけ

重点的なニーズがある専門分野としては、エ

ネルギー、水利・鉱山資源、環境、農業、バ

イオ、新素材などで、文系では金融、法律、

貿易などの高レベルの経営管理人材などと、

以前に比べその対象が具体的に絞られてい

る。 

一方日本においては 2008 年に、文部科学

大臣の最高諮問機関である中央教育審議会

により「留学生 30 万人計画」が打ち出され、

2020 年をめどに 30 万人の留学生受入が目指

されている（文部科学省・外務省・法務省・

厚生労働省・経済産業省・国土交通省 2008）。

計画の中には大学院等への優秀な人材の確

保、卒業後の日本企業等への就職支援が設定

されており、日本の「グローバル化戦略」の

一環として位置づけられている。とりわけ

「優秀な留学生を積極的に獲得すること」が

強調されており、「10 万人計画」にあった単

なる留学生の量的な受入拡大から、確実に人

材獲得の意図を持った政策へと変更されて

いる点が興味深い。 

 

図1 中国における出国・帰国留学生数の推移

（1978－2007年） 
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図２ 在留資格別在日中国人の推移 
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（３）新たな層の出現――留学の普及のなか

で 

①東北三省からの来日者の増加 

現在の中国では、教育の市場化や留学産業

の拡大により留学自体が一般化し、旅行も含

めると海外への移動がさまざまな層に浸透

しつつあり、新たな層の中国人留学生の広が

りが目立っている。 

 

②中国東北部からの中国人移住者の増加 

日中国交回復および改革開放以降は、北京

や上海のような都市部および沿海部からの

留学生や就学生を中心に中国人が増加した

が、2000 年頃からは、東北三省（黒龍江・

遼寧・吉林）からの来日人数も顕著に伸びて

いることがわかる。現在では東北三省の出身

者で在日中国人の 3 割以上を占められている。

朝鮮族、ＩＴ産業及びコールセンターなど外

部業務委託関連の日系企業の進出など、日本

語人材をめぐる環境としては中国の他地域

とは大きく異なっており、東北部からの移民

送り出しのプロセスと、それによる家族や地

元へインパクトも看過できない。東北部にお

いては、移民送出に必要な斡旋業者や親族ネ

ットワーク、また日本からの送金、親族の扶

養など家族や世帯レベルでのネットワーク、

地元への投資や起業等、日本への移住をめぐ

ってトランスナショナルな社会空間が形成

されている。 

 

②「一人っ子政策」実施以降に生まれた世代

にとっての渡日・滞日の意味づけ 

「一人っ子政策」以降に生まれた若者に関

しては、中国ではやや差別的に「80 後」「90

後」などと呼ばれているが、中国の大学教育

の急速な拡大により就職難が深刻となり、代

替的に海外留学を選択する現象が見受けら

れる。 

それまでの世代とは価値観や行動様式に

大きな違いを持つ中国人留学生の出現が明

らかである。またこの世代は、「富二代」と

もよばれる世代でもある。近年では日本にい

る中国人留学生も学業とアルバイトに悩む

「苦学生」というイメージから、母国での激

烈な大学受験を避ける形で留学を目指す若

者や富裕層の留学も目立つ。 

 さらにかれらは西欧や先進国へのコンプ

レックスがより薄れ、強い自信ややや形式的

な愛国心を持ちながら海外に留まっている

ことが顕著である。 

 

（4）日本留学に求めるものの変化 

ここで注目したいのは、特にこうした若者

たちにとっての留学の意味や、移動による社

会や国家への帰属意識の変容である。「集合的

な記憶」という意味では、文化大革命など中

国の厳しい時代の記憶を共有していない世代

でもある。またかれらの日本への関心も多様

化しており、日本の経済・経営や先進的な科

学技術だけでなく、漫画、アニメ、ゲーム開

発、デザイン、美容、菓子製造などへの関心

も高い。1980－90年代に来日した留学生は中

国政府からの派遣で突然日本行きが決まった

り、英語圏への留学手続きがうまくいかず私

費で日本留学を選ぶことが多かった。また大

戦中日本軍による被害を受けた親族からの批

判や友人・同僚らからの羨望とがないまぜに

なった反応に直面し、日本留学に対してため

らいや複雑な感情が含まれていた（坪谷2008）。

しかし、現代の若者にとっての日本留学は、

ごく自然なこととしてとらえられており、具

体的かつ直接的に日本を指向し、以前と比べ

より個人に還元された留学行為といえるだろ

う。 
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